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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、エストロジェン受容体(ER）と社会行動との関連を、発達段階の「形成作用」と成熟動物

における「活性作用」とに分けて解明する興味深い研究である。 

ERβ-RFPtg マウスや ERβiCre マウスの開発、Tet システムによる shRNA の制御による時期特異的

な KD の開発など、本研究の遂行に必要なツールを確実に開発しており、後半の研究計画での応用が

可能となっている。特に今後、受容体を介した作用機構についてトレーサーベクターを用いた回路解

析、受容体下流遺伝子の同定、光遺伝学的・薬理遺伝学的（DREADD）操作や in vivo 神経活動測定な

どを通して、社会性の形成と維持を司る脳内機構のかなりの部分が見えてくることが期待できる。 

 


